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スピンと超伝導回路で構成されるハイブリッド量子系について紹介する．まず

Circuit-QED のセットアップにおいて電子スピン（本研究の場合はダイヤモンド NV

中心）が超伝導量子ビット（量子 CPU）のメモリ（量子 RAM）として機能すること

を実証した実験（図 a）を紹介する．量子マイクロ波（マイクロ波光子）をスピン RAM

へ転送・保存・取り出しに成功した[1,2]． 

また，Circuit-QED の技術を応用して超高感度な電子スピン共鳴分光器を開発した

（図 b）．この分光器を用いて，これまで報告されていた 最高値を 4桁以上更新する

感度でスピンを検出することに成功した[3]．更に，固体中のスピンにおいて緩和時間

を制御することにも初めて成功した[4]． 
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図 .  (a): ハイブリッド超伝導量子回路の写真（上）と簡略図（下）．超伝導共振器（量子バス B）を介し

て超伝導量子ビット（Q）と電子スピン集団（NV）がコヒーレントに相互作用している．  (b): ハイブ

リッド量子回路を用いた電子スピン共鳴（ESR）分光器．  分光に用いる二次元の超伝導共振器がパタ

ーンされたシリコン基板が銅のマイクロ波キャビティ内に置かれている．基板の表面から 100nm 程度

の深さまでビスマスドナーが存在し，  ワイヤーインダクタンスの近傍に存在するドナーのスピンが検

出された．  
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